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大学の役割

¢教育

¢研究

¢診療
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山形大学医師国家試験の合格率の上昇
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2007年度は全国３位、国立大学では１位
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平成20年度グローバルCOEプログラム採択拠点一覧
（医学系）
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（15～20億円，採択14件／申請72件）
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世界一の日本の医療

WHO HEALTH REPORT 2000
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世界一の日本の医療
～HEALTH DATA 2009でも総合1位～
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OECD, Health Data 2009に基づくConference board of Canadaの国際評価

▲総合評価

▲個別指標の評価



高難易度の手術に取り組む特定機能病院
～手術難易度の構成比較～
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・大学病院以外のデータは、大学病院を除くH17年度時点のDPC対象病院、
DPC試行的適用病院、H15、H16、H17年度調査協力病院
［出所］中医協・診療報酬調査専門組織・DPC分科会（平成18年度第1回）資料(D-4)(7)
国立大学病院データベースセンターDPCデータ収集事業

国立大学病院DBC管理委員会資料を改変



高難易度の手術に取り組む特定機能病院
～循環器系手術の難易度の施設群比較
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難易度
国立大学
附属（42）

DPC対象
病院（40）

DPC試行
病院（62）

DPC協力
病院（228）

E2 4.3% 3.2% 0.5% 0.9%
E1 39.1% 37.0% 32.8% 34.2%
D3 26.8% 28.4% 41.1% 38.0%
D2 8.5% 7.6% 4.2% 6.5%
D1 0.3% 0.0% 0.2% 0.1%
C3 0.2% 0.3% 0.8% 0.0%
C2 11.7% 11.1% 7.6% 9.4%
C1 1.7% 1.4% 2.1% 1.2%
B3 6.6% 8.8% 9.8% 8.3%
B2 0.8% 2.4% 1.0% 1.3%
B1 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%
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•中医協・診療報酬調査専門組織・DPC分科会
（H18年度第1回）資料（D-4）

•図表中の括弧内の数値は施設数を表す。
•難易度は外保連の分類による。
•調査委対象データ期間は平成17年7月～10月
•施設別難易度別手術件数がゼロまたは10件未満の
場合公表対象外となり、ここではゼロとして扱う。

※DPC対象病院は、国立大附属病院を除く数値

難



超高度先進医療に取り組む特定機能病院
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DPC調査参加施設142施設（国立大学病院21、私立・公立大学病院31、
大学病院以外90）における平成16年7月から10月末までの退院患者データ
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［出所］国立大学附属病院長会議資料

全39件
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特定集中治療室管理料

新生児特定集中治療室管理料

加算算定入室患者延数 加算未取得入室患者延数

576人

平均入室患者延数**
3,892日

国立大学病院(n=42)

1大学あたり
年間約4,896万円の
加算取得不可

1大学あたりの1年間の平均入室患者延数（人）

（対象：ICUあるいはCCUの入室患者）

（対象：NICUの入室患者）

平均入室患者延数*
2,524日

1,948人

2,477人 1,414人

新生児特定集中治療室管理料、特定集中治療室管理料取得状況

国立大学病院(n=33)

特定集中治療室管理料（１人に１日につき算定）：7日以内の期間[8,760点]、8日以上～14日以内の期間[7,330点]
新生児特定集中治療室管理料（１人に１日につき算定）：21日（出生体重が1,000g未満は90日、1,000g以上1,500g未満60日）[8,500点]

* 33国立大学の NICUに在室した1年間の全入室患者延数(例：一人が7日間在室すれば7人と数えた全患者のその総計)の合計をｎ数(33)で除した値
** 42国立大学のICU/CCUに在室した1年間の全入室患者延数(例：一人が7日間在室すれば7人と数えた全患者のその総計)
の合計をｎ数(42)で除した値
［出所］ 国立大学病院DBC管理委員会資料

1大学あたり
年間約1億365万円の
加算取得不可
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特定機能病院における高度医療の現
場
～（例）脳腫瘍摘出手術～
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